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長
野
県
松
本
市
に
鎮
座
す
る
深
志
神
社
は
、
建
御
名
方
命
（
宮
村
宮
）
並
び

に
菅
原
道
真
公
（
天
満
宮
）
を
祭
神
と
し
て
、
そ
の
二
柱
の
神
を
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
本
殿
に
祀
る
、
神
社
本
庁
別
表
神
社
で
あ
る（
１
）。
南
北
朝
時
代
初
め

に
お
い
て
宮
村
宮
が
鎮
座
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
入
っ
て
す
ぐ
天
満
宮
が
現
在

の
地
に
遷
座
し
て
以
来
、
歴
代
の
松
本
藩
主
お
よ
び
地
元
の
崇
敬
を
集
め
て
き

た
同
社
に
は
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
連
歌
を
中
心
と
す
る
諸
文
芸
が
奉
納
さ

れ
、
現
在
も
そ
の
一
部
が
伝
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
同
社
所
蔵
の
奉
納
連
歌
の

全
文
を
紹
介
し
、
そ
の
う
ち
松
本
藩
主
小
笠
原
家
に
よ
る
と
伝
え
る
連
歌
の
奉

納
目
的
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

　

深
志
神
社
の
歴
史
は
、
信
濃
国
の
国
司
で
あ
っ
た
小
笠
原
貞
宗
が
暦
応
二

（
一
三
三
九
）
年
、
上
諏
訪
宮
の
祭
神
で
あ
る
建
御
名
方
命
を
現
松
本
市
内
の

庄
内
地
域
に
勧
請
し
「
宮
村
大
明
神
」
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る（
２
）。
一
方

で
応
永
九
（
一
四
〇
二
）
年
、
貞
宗
の
孫
に
あ
た
る
長
基
が
、
居
城
を
構
え
た

井
川
に
ほ
ど
近
い
鎌
田
に
北
野
天
満
宮
を
勧
請（
３
）、
さ
ら
に
長
享
三

（
一
四
八
九
）
年
、
清
宗
の
子
長
朝
は
、
居
館
を
井
川
か
ら
里
山
辺
に
移
転
、

以
後
天
正
年
間
ま
で
小
笠
原
氏
は
里
山
辺
の
林
城
を
本
拠
地
と
し
た（
４
）。

　

そ
の
後
、
松
本
は
武
田
氏
の
支
配
地
域
と
な
る
が
、
天
正
十
（
一
五
八
二
）

年
に
武
田
氏
が
織
田
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
結
果
、
再
び
小
笠
原
氏
に
よ
る
支
配
と

な
る
。
同
十
八
年
に
は
小
笠
原
氏
に
代
わ
っ
て
石
川
数
正
が
松
本
に
入
り
、
現

在
の
松
本
城
と
な
る
城
郭
の
整
備
・
城
下
町
の
形
成
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
し

て
石
川
氏
が
慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年
に
改
易
と
な
っ
た
の
ち
、
も
う
一
度

小
笠
原
氏
が
松
本
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
当
主
で
あ
っ
た
小
笠
原

秀
政
は
徳
川
家
康
に
重
ん
じ
ら
れ
、
秀
忠
の
長
女
福
姫
を
娶
り
、
福
姫
と
の
間

に
設
け
た
長
男
は
、
秀
忠
の
一
字
を
賜
り
「
忠
脩
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
慶
長
十
九
年
、
秀
政
は
、
当
時
鎌
田
に
鎮
座
し
て
い
た
天
神
を
、
宮

村
大
明
神
が
鎮
座
す
る
社
地
に
遷
座
し
て
八
月
二
十
五
日
に
遷
宮
を
挙
行
、
門

前
に
は
「
天
神
馬
場
」
と
呼
ば
れ
る
馬
場
を
備
え
、
宮
村
大
明
神
は
、
ほ
ぼ
現

在
の
深
志
神
社
に
通
じ
る
姿
に
整
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
５
）。

　

し
か
し
翌
慶
長
二
十
年
、
秀
政
は
嫡
子
で
あ
っ
た
忠
脩
と
共
に
、
大
坂
夏
の

陣
に
参
戦
、
そ
し
て
両
名
と
も
討
死
す
る
こ
と
と
な
る
。
次
男
忠
真（
６
）
も
、

本
来
参
戦
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
駆
け
付
け
、
奮
戦
の

末
に
七
箇
所
の
鑓
傷
を
負
っ
た
と
伝
え
る（
７
）。
幸
い
、
忠
真
は
一
命
を
取
り

留
め
た
。
同
年
七
月
十
七
日
に
は
家
督
を
継
ぐ
こ
と
が
許
さ
れ
、
松
本
領
八
万

石
も
安
堵
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
約
三
か
月
後
の
十
月
初
旬
、
宮
村
大
明
神

に
連
歌
が
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

深
志
神
社
蔵
奉
納
連
歌
は
、
奉
納
さ
れ
た
う
ち
の
一
部
が
現
存
す
る
状
態
と
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な
っ
て
い
る
。
内
訳
は
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に
奉
納
さ
れ
た
千
句
連
歌

の
半
数
（【
Ａ
】
―
【
Ｅ
】）
と
、
鎮
座
地
で
あ
る
宮
村
（
現
松
本
市
深
志
）
庄

屋
で
あ
っ
た
河
辺
家
を
は
じ
め
近
隣
の
南
深
志
庄
屋
連
中
に
よ
る
寛
文
十
二

（
一
六
七
二
）
年
奉
納
の
俳
諧
連
歌
な
ら
び
に
歌
仙
一
巻
（【
Ｆ
】【
Ｇ
】）。
こ

れ
ら
は
現
在
、
一
括
し
て
奉
納
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
箱
は
数
度
に

わ
た
り
作
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
元
和
元
年
奉
納
の
千
句
連
歌
を

納
め
て
い
た
箱
は
、
現
在
は
そ
の
蓋
が
残
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
（
箱
蓋
①
）。

こ
れ
と
は
別
に
延
宝
三
年
の
書
付
を
持
つ
箱
蓋
が
あ
り
（
箱
蓋
②
）、
さ
ら
に

昭
和
七
年
に
至
り
、
中
町
年
番
に
よ
り
箱
が
作
ら
れ
、
現
在
は
①
②
蓋
を
含
む

す
べ
て
が
そ
こ
に
納
め
ら
れ
て
い
る（
８
）。

　

連
歌
【
Ａ
】
―
【
Ｅ
】
は
、
も
と
百
韻
十
巻
の
千
句
が
奉
納
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
「
第
四
」「
第
五
」「
第
八
」「
第
九
」「
第

十
」
の
み
が
伝
わ
る
。「
第
一
」
か
ら
「
第
三
」
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
不
明
な

点
が
多
い
も
の
の
、
元
和
元
年
十
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
興
行
が
催
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
連
衆
は
、
資
治
・
宗
吉
・
基
直
・
仙
長
・
守
一
・
真
柄
・

心
也
・
道
焉
・
母
儀
・
お
姫
が
現
存
分
の
全
て
に
出
座
、
加
え
て
「
第
八
」
を

除
く
四
巻
に
幸
松
、「
第
四
」「
第
九
」「
第
十
」
に
朝
信
、「
第
八
」「
第
九
」

に
清
君
が
出
座
し
て
い
る（
９
）。

　

本
連
歌
に
は
奉
納
識
語
等
は
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
注
目
し
た
い
の
は
連

衆
に
あ
る
幸
松
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
坂
夏
の
陣
に
お
い
て
討
死
し
た
忠

脩
の
長
男
に
生
ま
れ
た
小
笠
原
長
次
の
幼
名
に
あ
た
る
が
、
誕
生
は
忠
脩
討
死

直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
連
歌
奉
納
時
点
で
は
、
生
後
一
年
に
も
満
た
な
か
っ

た
。「
幸
松
」
の
名
で
詠
ま
れ
た
句
は
、
別
人
物
の
代
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
が（
10
）、
こ
の
幸
松
を
中
心
に
す
る
と
、「
母
儀
」
は
幸
松
の
母
・
本
多
忠
政

女
亀
姫
で
あ
り
、「
お
姫
」
は
幸
松
の
姉
に
あ
た
る
女
子
繁
姫
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
忠
脩
家
の
生
後
程
な
い
長
男
も
含
め
た
遺
族
が
出
座
し

て
、
連
歌
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
幸
松
」
は
祖
父
秀
政
と
父
忠
脩
の
幼
名
で
も
あ
り
、
小
笠
原
氏
当
主
と
な

る
人
物
が
名
乗
る
名
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た（
11
）。
ま

た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
年
七
月
に
は
忠
真
が
小
笠
原
家
当
主
と
は
な
っ
て

い
た
と
は
い
え
、
そ
の
時
点
で
は
、
忠
真
は
、
自
ら
を
い
わ
ば
中
継
ぎ
の
当
主

と
し
て
位
置
づ
け
、
幸
松
が
成
長
し
た
の
ち
に
家
督
を
譲
ろ
う
と
し
て
い
た
ら

し
い
。
こ
の
状
況
か
ら
、
元
和
元
年
の
連
歌
は
、
幸
松
の
祖
父
に
あ
た
る
秀
政

と
父
・
忠
脩
の
追
善
を
目
的
と
し
て
、
忠
脩
の
遺
族
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の

と
位
置
付
け
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（
12
）。

　

ま
た
、
深
志
神
社
奉
納
連
歌
は
、
同
地
庄
屋
で
あ
っ
た
河
辺
氏
に
よ
り
ま
と

ま
っ
た
か
た
ち
で
書
写
さ
れ
、
現
在
、
松
本
市
文
書
館
河
辺
義
正
家
文
書
と
し

て
伝
来
す
る（
13
）。
同
社
に
現
存
す
る
【
Ａ
】
―
【
Ｇ
】
も
こ
こ
に
含
ま
れ
、

そ
の
巻
頭
に
「
御
城
主
小
笠
原
家
よ
り
／
宮
村
天
満
宮
江
御
奉
納
連
歌
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
鎮
座
地
で
あ
る
宮
村
の
庄
屋
を
務
め
、
同
社
と
も
係
わ
り
深

か
っ
た
河
辺
家
に
は
、
こ
の
千
句
連
歌
が
小
笠
原
家
か
ら
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

小
笠
原
家
は
、
元
和
三
年
播
磨
国
明
石
に
転
封
と
な
り
、
以
後
松
本
藩
主

は
、
短
期
間
の
う
ち
に
数
度
の
変
遷
を
経
る（
14
）。
一
方
こ
の
時
期
に
は
、
松

本
地
域
に
お
け
る
連
歌
文
化
は
各
地
の
庄
屋
に
ま
で
浸
透
し
て
お
り
、
深
志
神

社
に
は
、
鎮
座
地
の
宮
村
庄
屋
で
あ
っ
た
河
辺
家
が
中
心
と
な
っ
た
と
思
し
き

法
楽
俳
諧
連
歌
・
歌
仙
が
伝
存
す
る
。
河
辺
氏
ら
庄
屋
連
中
に
よ
る
法
楽
連
歌

は
、
松
本
市
文
書
館
河
辺
義
正
家
文
書
と
し
て
伝
来
す
る
も
の
も
存
在
し
、
深

志
神
社
伝
来
分
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
15
）。

（
１
）　

現
在
、
長
野
県
松
本
市
深
志
に
鎮
座
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
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県
社
と
な
り
、
同
四
十
一
年
に
別
表
神
社
と
な
る
。

（
２
）　
「
宮
村
両
社
縁
起
書
上
控
」（
松
本
市
文
書
館
蔵
河
辺
義
正
家
文
書

386
）。

（
３
）　

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
４
）　

宮
脇
昌
三
氏
「
信
濃
国
に
お
け
る
連
歌
事
象
に
つ
い
て
（
二
）
―
中

世
よ
り
近
世
へ
―
」（『
信
濃
』
第
７
号
、
一
九
七
一
）
に
は
「
江
戸
時

代
初
期
慶
長
中
期
の
松
本
入
山
辺
の
桐
原
城
の
古
図
に
連
歌
屋
敷
な
る

記
入
が
あ
る
」
旨
が
報
告
さ
れ
る
。
地
域
の
伝
承
で
は
、
小
笠
原
家
臣

の
桐
原
氏
が
嘉
歴
年
間
（
一
三
二
六
―
九
）
に
天
満
宮
を
勧
請
し
た
と

さ
れ
、
宮
脇
氏
報
告
の
連
歌
屋
敷
は
同
氏
と
関
連
す
る
か
。
な
お
同
地

区
に
は
現
在
も
天
満
神
社
が
鎮
座
す
る
。

（
５
）　
「
宮
村
両
社
縁
起
書
上
控
」）。
鎌
田
の
天
満
天
神
社
跡
地
に
は
信
濃

史
談
会
が
大
正
五
年
に
建
立
し
た
「
鎌
田
菅
公
廟
址
碑
」
が
存
在
す

る
。
天
神
が
宮
村
に
遷
座
し
て
後
も
同
地
に
は
社
殿
が
残
さ
れ
信
仰
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
明
治
の
神
社
合
祀
に
よ
り
更
地

と
な
っ
た
後
に
碑
が
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
当
地
に
鎮
座
し
て
い
た

天
神
が
宮
村
に
遷
座
し
た
こ
と
は
享
保
十
九
年
成
立
『
信
府
統
記
』
に

も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
現
松
本
地
域
に
お
い
て
は
、
当
時
よ
く
知
ら
れ

た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
神
馬
場
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
て
い

な
い
も
の
の
、
嘉
永
二
年
刊
『
善
光
寺
通
名
所
図
会
』
に
も
特
筆
さ
れ

る
な
ど
、
長
期
に
亘
っ
て
存
在
し
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。

（
６
）　

慶
長
元
年
生
～
寛
文
三
年
没
。
七
十
二
歳
。
元
和
元
年
時
点
で
は

「
忠
政
」
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
忠
真
」
に
統
一
す
る
。

（
７
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
百
八
十
八
。
家
康
は
忠
真
を
極
め
て
高

く
評
価
し
「
こ
れ
わ
が
鬼
孫
な
り
」
と
称
え
た
と
い
う
逸
話
が
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
に
伝
わ
る
。

（
８
）　

箱
蓋
②
に
記
さ
れ
る
「
延
宝
三
年
三
月
」
は
、
当
時
の
松
本
藩
主
で

あ
っ
た
水
野
忠
直
が
深
志
神
社
に
連
歌
を
奉
納
し
た
時
点
で
あ
り
（
注

14
参
照
）、
箱
蓋
②
は
そ
の
際
の
奉
納
箱
の
蓋
が
遺
さ
れ
た
も
の
と
思

し
い
。
ま
た
、
深
志
神
社
は
毎
年
七
月
に
例
大
祭
を
挙
行
し
て
お
り
、

現
在
の
連
歌
を
納
め
る
箱
は
、
昭
和
七
年
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ
て
奉
納

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
奉
納
箱
に
は
、
同
社
宮
司

の
牟
禮
仁
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
も
と
小
笠
原
家
か
ら
奉
納
さ
れ

た
、
秀
政
所
用
と
伝
わ
る
鐙
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
平
成
十
四
年
に
御

正
忌
千
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
本
殿
が
改
修
さ
れ
た
際
、
別
置

さ
れ
て
い
た
連
歌
を
戻
す
折
、
こ
の
箱
に
納
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

秀
政
所
用
の
鐙
は
、
平
成
二
十
一
年
に
松
本
市
文
化
財
に
指
定
、
現
在

も
同
社
に
保
管
さ
れ
る
。

（
９
）　

他
の
連
歌
に
名
を
寄
せ
る
連
衆
は
、
小
笠
原
家
の
家
臣
団
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
忠
真
は
大
坂
夏
の
陣

後
、
京
都
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
七
月
二
十
日
に
松
本
に
帰
参
を
許
さ

れ
て
お
り
、
癒
え
き
っ
て
い
な
い
負
傷
を
家
康
よ
り
労
わ
れ
て
い
る

（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）。
十
月
時
点
で
は
松
本
に
い
た
こ
と
に
な
る

が
、
連
歌
興
行
に
ど
の
程
度
係
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
。

（
10
）
例
え
ば
「
西
国
出
陣
千
句
（
羽
柴
千
句
）」
第
十
百
韻
の
秀
吉
発
句
が

里
村
紹
巴
の
代
作
で
あ
る
な
ど
、
連
歌
に
お
け
る
代
作
は
珍
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
い
う
。
深
志
神
社
奉
納
連
歌
が
祖
父
・
父
の
追
善
目
的
で

あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
連
衆
と
し
て
幸
松
の
名
を
連
ね
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
こ
と
は
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　

忠
真
は
幸
松
に
家
督
を
譲
り
た
い
と
申
し
出
る
も
、
許
さ
れ
な
か
っ

た
旨
が
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
載
る
。
後
に
、
小
笠
原
氏
は
忠
真
の

子
忠
雄
が
継
ぎ
、
幸
松
は
、
長
じ
た
の
ち
龍
野
藩
主
と
な
っ
た
。
ま
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た
、
亀
姫
は
忠
真
と
再
婚
し
て
い
る
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）。

（
12
）　

第
十
「
賦
一
字
露
顕
連
歌
」
の
発
句
「
天
の
戸
の
明
方
近
し
星
の

声
」
は
母
儀
が
詠
み
、
脇
「
春
待
て
さ
く
庭
の
梅
か
え
」
を
幸
松
が
つ

け
て
い
る
。
ま
た
、
千
句
の
巻
尾
に
あ
た
る
挙
句
「
越
て
幾
千
代
た
の

し
か
る
年
」
も
幸
松
の
詠
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
）
請
求
記
号
「
615
」。
外
題
に
「
宮
村
天
満
宮
奉
納
連
歌
写
／
河
邊
氏
」

と
あ
り
、
折
紙
四
十
八
枚
（
縦
一
五
・
三
×
横
三
九
・
〇
糎
）
を
仮
綴
じ

に
す
る
。【
Ａ
】
～
【
Ｅ
】
を
筆
頭
に
、【
Ｆ
】【
Ｇ
】
お
よ
び
現
在
は

深
志
神
社
に
は
伝
わ
ら
な
い
連
歌
等
を
記
録
す
る
。
同
資
料
は
、
元
禄

十
五
年
の
天
満
宮
八
百
年
忌
に
あ
た
っ
て
河
辺
盛
勝
が
詠
ん
だ
和
歌
を

最
後
と
す
る
こ
と
か
ら
、
同
年
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
時
期
に
書
写
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
「
第
一
―
三
」「
第
六
・
七
」
は

す
で
に
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）　

小
笠
原
氏
転
封
の
後
、
松
本
藩
主
は
約
三
十
年
の
う
ち
に
戸
田
氏
、

松
平
氏
、
堀
田
氏
、
水
野
氏
と
入
れ
替
わ
っ
て
行
く
。
水
野
氏
に
至

り
、
よ
う
や
く
定
着
す
る
も
享
保
十
年
に
は
再
び
戸
田
氏
が
再
び
藩
主

と
な
り
、
幕
末
に
至
る
。
な
お
、
水
野
氏
時
代
の
藩
主
・
忠
直
も
現
深

志
神
社
に
連
歌
を
奉
納
し
て
お
り
、
そ
の
写
し
が
河
辺
義
正
文
書

（
615
）
に
存
在
す
る
。

（
15
）　

河
辺
家
文
書
の
連
歌
資
料
に
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
伝
小
笠
原
家
奉

納
連
歌
の
書
写
（
元
禄
十
五
年
写
）
お
よ
び
現
在
は
深
志
神
社
に
所
蔵

さ
れ
な
い
同
社
奉
納
連
歌
の
書
写
が
含
ま
れ
て
お
り
、
河
辺
家
当
主
が

深
志
神
社
へ
の
奉
納
品
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
。
ま
た
、
松
本
藩
主
に
よ
る
法
楽
連
歌
と
し
て
、
小
笠
原
氏
と
は

別
に
水
野
忠
直
に
よ
る
連
歌
の
書
写
資
料
も
存
在
す
る
（
付
属
資
料
の

箱
蓋
②
は
、
そ
の
折
に
作
成
さ
れ
た
と
思
し
い
）。
河
辺
義
正
家
文
書

の
連
歌
資
料
は
、
藩
主
家
と
深
志
神
社
、
そ
し
て
庄
屋
と
の
関
係
を
考

え
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
資
料
群
で
あ
る
と
言
え
る
。【
Ｆ
・
Ｇ
】

は
こ
の
連
歌
資
料
群
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

資
料
一
覧

〇
伝
小
笠
原
家
奉
納

【
Ａ
】「
元
和
元
年
拾
月
四
日
／
第
四
／
賦
薄
何
連
歌
」

懐
紙
折
紙
綴
じ
。
四
枚
。
縦
一
八
・
七
×
五
三
・
五
糎
。

【
Ｂ
】「
元
和
元
年
拾
月
四
日
／
第
五
／
賦
朝
何
連
歌
」

懐
紙
、
折
紙
綴
じ
。
四
枚
。
縦
一
八
・
七
×
五
三
・
五
糎
。

【
Ｃ
】「
元
和
元
年
十
月
五
日
／
第
八
／
賦
何
木
連
歌
」

懐
紙
、
折
紙
綴
じ
。
四
枚
。
縦
一
八
・
七
×
五
三
・
四
糎
。

【
Ｄ
】「
元
和
元
年
拾
月
五
日
／
第
九
／
賦
御
何
連
歌
」

懐
紙
、
折
紙
綴
じ
。
四
枚
。
縦
一
八
・
七
×
五
三
・
三
糎
。

【
Ｅ
】「
元
和
元
年
拾
月
五
日
／
第
十
／
賦
一
字
露
顕
連
歌
」

懐
紙
、
折
紙
綴
じ
。
四
枚
。
縦
一
八
・
七
×
五
三
・
五
糎
。

〇
河
辺
家
等
庄
屋
連
中
奉
納

【
Ｆ
】「
寛
文
十
二
年
子
十
一
月
十
五
日
／
夢
想
之
誹
諧
」

懐
紙
、
折
紙
綴
じ
。
四
枚
。
縦
一
八
・
五
×
五
〇
・
〇
糎
。

【
Ｇ
―
１
】「
寛
文
拾
二
年
子
十
一
月
十
五
日
／
賦
何
宝
誹
諧
連
歌
」

【
Ｇ
―
２
】「
寛
文
拾
弐
年
十
一
月
十
五
日
／
賦
何
人
連
歌
」

懐
紙
、
折
紙
綴
じ
。
六
枚
。
縦
一
八
・
一
×
五
一
・
〇
糎
。
鳥
子
紙
。

〇
付
属
資
料

　

・
箱桐

製
。
上
下
桟
蓋
（
上
桟
は
失
わ
れ
て
い
る
）。
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幅
二
二
・
六
×
奥
行
三
〇
・
三
×
高
さ
二
一
・
六
糎
。

箱
書
（
表
）「
縣
社
深
志
神
社
」（
裏
）「
昭
和
七
年
七
月
／
小
笠
原
兵
部

大
輔
秀
政
公
／
元
和
戦
役
戦
死
遊
サ
ル
／
中
町
年
番
調
之
」。

箱
蓋
二
枚
を
収
納
。
①
桐
製
。
縦
三
枚
に
割
れ
た
状
態
で
伝
来
。
縦

二
一
・
一
×
横
（
現
寸
約
）
一
七
・
五
糎
。「
元
和
元
年
／
奉
納
連
歌
／
拾

月
四
日
」。
②
桐
製
。
縦
二
二
・
九
×
横
二
一
・
一
糎
。「
し
な
の
ゝ
国
筑
摩

郡
宮
村
／
奉
納　

天
神
れ
ん
歌
／
ゑ
ん
宝
三
〈
き
の
と
／
卯
〉
年
三
月

日
」。

　

・
妙
法
蓮
華
経
（
三
綴
）。

【
図
版
】
第
四
「
賦
薄
何
連
歌
」
巻
首

奉
納
箱

奉
納
箱
蓋

①②
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翻
刻

　

・
本
資
料
は
、
深
志
神
社
蔵
奉
納
連
歌
の
全
文
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。

　

・
一
句
の
う
ち
、
改
行
箇
所
は
「
／
」
で
示
し
た
。

【
Ａ
】

　

元
和
元
年
拾
月
四
日

　
　

第
四

　

賦
薄
何
連
歌

１　

降
そ
ひ
て
天
に
／
色
あ
る
み
そ
れ
哉	

資
治

２　

か
た
へ
よ
り
ま
つ
／
落
葉
敷
山	

宗
吉

３　

み
る
ま
ゝ
に
風
う
ち
／
す
さ
み
空
さ
え
て	

基
直

４　

暮
ぬ
と
月
に
／
か
た
し
き
の
袖	

仙
長

５　

と
を
き
野
を
／
虫
の
音
に
た
ゝ
分
残
し	

守
一

６　

露
に
そ
な
ひ
く
／
道
の
草
〳
〵	

真
柄

７　

夕
立
の
過
行
／
跡
は
新
に
て	

心
也

８　

波
の
間
に
〳
〵
／
わ
た
す
川
舟	
幸
松
（
初
オ
終
）

９　

山
近
み
を
と
す
／
斗
の
春
の
風	
お
姫

10　

外
面
の
梅
も
／
咲
初
に
け
り	

母
儀

11　

鶯
の
軒
端
を
／
さ
ら
す
馴
て
来
て	

宗
吉

12　

か
す
む
籬
は
／
そ
こ
と
し
も
な
き	

資
治

13　

い
つ
し
か
に
う
つ
し
／
か
へ
ぬ
る
園
の
内	

仙
長

14　

生
そ
ひ
け
り
な
／
呉
竹
の
影	

基
直

15　

年
〳
〵
も
つ
も
る
を
／
ま
ゝ
の
外
よ
は
ひ	

真
柄

16　

寝
覚
さ
ひ
し
き
／
埋
火
の
も
と	

守
一

17　

寒
さ
を
は
猶
こ
そ
／
い
と
へ
月
の
か
け	

道
焉

18　

よ
の
よ
し
あ
し
は
／
た
ゝ
こ
ゝ
ろ
か
ら	

心
也

19　

住
と
て
も
い
と
ま
／
や
は
あ
る
難
波
人	

資
治

20　

春
よ
秋
よ
と
／
な
か
め
来
に
け
り	

仙
長

21　

花
残
る
檜
原
の
／
奥
に
わ
け
入
て	

基
直

22　

永
日
あ
か
ぬ
／
さ
か
つ
き
の
友	

真
柄
（
初
ウ
終
）

23　

晴
や
ら
ぬ
霞
の
／
内
の
雨
そ
ゝ
き	

仙
長

24　

な
ひ
き
そ
ひ
ぬ
る
／
園
の
竹
の
葉	

守
一

25　

吹
く
る
も
袖
に
／
お
ほ
ゆ
る
秋
の
風	

心
也

26　

く
れ
か
ゝ
る
野
に
／
露
そ
み
た
る
ゝ	

仙
長

27　

き
く
に
猶
そ
こ
と
／
斗
の
鹿
の
こ
ゑ	

道
焉

28　

明
か
た
な
ら
し
／
月
う
す
き
か
け	

朝
信

29　

釣
舟
は
み
ち
く
る
／
し
ほ
に
う
か
ひ
出	

守
一

30　

行
衛
も
し
ら
ぬ
／
と
を
き
海
原	

心
也

31　

見
る
か
う
ち
に
山
／
よ
り
山
は
う
ら
か
け
て	

資
治

32　

袖
に
ふ
り
く
る
／
村
雨
の
空	

真
柄

33　

暮
ぬ
と
て
ま
ち
な
ら
ひ
／
け
ん
人
も
な
し	

仙
長

34　

風
を
と
つ
る
ゝ
／
君
が
ね
や
の
戸	

道
焉

35　

問
よ
る
も
奥
も
の
／
ふ
か
き
宮
の
内	

宗
吉

36　

な
か
れ
の
を
と
も
／
き
よ
き
や
り
水	

守
一
（
二
オ
終
）

37　

秋
更
て
庭
の
／
白
菊
う
つ
ろ
ひ
ぬ	

基
直

38　

露
は
草
葉
に
／
を
き
こ
ほ
し
つ
ゝ	

仙
長

39　

日
に
そ
ひ
て
こ
ゑ
／
よ
は
り
ぬ
る
待
虫	

心
也

40　

月
も
い
ま
は
た
／
明
過
に
け
ん	

宗
吉

41　

舟
は
た
も
よ
せ
く
る
／
波
に
た
ゝ
よ
ひ
ぬ	

守
一

42　

ほ
の
か
に
み
ゆ
る
／
沖
つ
嶋
山	

真
柄

43　

う
き
雲
は
風
の
／
行
衛
に
立
消
て	

資
治

44　

の
こ
り
て
ふ
し
の
／
か
け
か
す
か
な
り	

仙
長
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45　

し
は
し
た
ゝ
空
に
／
時
雨
の
降
と
ほ
り	

基
直

46　

日
か
け
さ
す
な
り
／
里
の
か
た
原	

道
焉

47　

鳥
は
は
た
軒
に
／
ま
ち
か
く
囀
て	

仙
長

48　

こ
す
の
外
山
は
／
霞
こ
め
つ
ゝ	

資
治

49　

こ
と
木
ま
て
咲
そ
へ
／
に
た
る
花
さ
か
り	

真
柄

50　

く
る
ゝ
弥
生
は
／
誰
か
お
し
ま
ぬ	

心
也
（
二
ウ
終
）

51　

老
て
猶
物
の
／
哀
は
し
る
な
ら
ひ	

仙
長

52　

す
し
か
へ
し
つ
ゝ
／
仏
と
の
ふ
る	

宗
吉

53　

こ
と
は
に
も
を
よ
は
ぬ
／
法
は
い
か
な
ら
ん	

心
也

54　

を
の
づ
か
ら
な
る
／
駒
の
あ
し
な
み	

真
柄

55　

相
坂
の
せ
き
の
／
山
路
は
今
日
越
て	

資
治

56　

い
つ
か
あ
ふ
み
と
／
か
へ
り
み
る
袖	

仙
長

57　

き
ぬ
〳
〵
は
う
ら
み
／
な
か
ら
も
し
た
ひ
わ
ひ	

心
也

58　

し
の
ひ
車
そ
／
月
に
と
ゝ
ろ
く	

基
直

59　

人
し
つ
め
入
へ
き
／
か
た
は
身
に
し
み
て	

宗
吉

60　

き
り
の
ま
か
ひ
に
／
見
え
し
俤	
資
治

61　

花
に
な
を
露
さ
へ
／
そ
ゝ
く
朝
ほ
ら
け	
仙
長

62　

や
と
り
を
さ
ら
す
／
て
ふ
は
寝
に
け
り	

宗
吉

63　

春
風
は
す
さ
む
／
と
も
な
き
道
の
へ
に	

道
焉

64　

う
ち
か
た
ら
へ
る
／
そ
て
の
や
す
ら
ひ	

守
一
（
三
オ
終
）

65　

旅
は
た
ゝ
し
る
も
／
し
ら
ぬ
も
伴
な
ひ
て	

資
治

66　

お
き
出
に
け
り
／
か
り
ふ
し
の
床	

基
直

67　

あ
り
明
の
残
る
も
／
さ
す
か
み
し
か
夜
に	

真
柄

68　

待
に
ほ
と
ゝ
き
／
過
る
一
こ
ゑ	

仙
長

69　

村
雨
の
露
は
／
い
つ
く
に
帰
る
ら
ん	

心
也

70　

か
た
へ
す
ゝ
し
き
／
秋
の
初
風	

資
治

71　

な
か
れ
行
水
に
／
柳
の
散
う
き
て	

宗
吉

72　

舟
さ
す
袖
も
／
き
り
に
う
つ
ろ
ふ	

基
直

73　

こ
と
か
た
る
信
野
は
／
い
と
ゝ
名
残
あ
れ
や	

仙
長

74　

契
し
も
は
た
／
浅
か
ら
ぬ
中	

守
一

75　

誰
も
た
た
御
幸
の
／
庭
に
ま
ち
わ
り
て	

宗
吉

76　

ま
つ
り
の
日
さ
へ
／
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
る	

仙
長

77　

敷
す
つ
る
く
さ
の
／
む
し
ろ
の
跡
見
え
ぬ	

守
一

78　

い
な
ち
の
雲
は
お
ち
き
／
そ
ひ
つ
ゝ	

資
治
（
三
ウ
終
）

79　

を
く
露
に
月
さ
へ
／
つ
れ
て
打
み
た
れ	

仙
長

80　

き
く
も
き
ぬ
た
の
／
音
遥
な
り	

基
直

81　

行
〳
〵
も
里
は
な
／
れ
な
る
道
の
末	

道
焉

82　

な
く
は
い
つ
れ
そ
／
あ
や
し
け
た
も
の	

真
柄

83　

深
山
辺
は
こ
と
／
と
ふ
人
も
稀
に
し
て	

資
治

84　

静
な
る
こ
そ
／
た
ゝ
心
な
れ	

仙
長

85　

を
し
鳥
の
波
の
／
間
に
あ
そ
ふ
ら
ん	

宗
吉

86　

岸
根
つ
た
ひ
の
／
水
そ
こ
ほ
れ
る	

心
也

87　

せ
き
わ
く
る
筧
の
／
末
は
た
え
〳
〵
に	

資
治

88　

つ
く
り
す
て
田
や
／
し
け
る
草
村	

真
柄

89　

あ
ら
た
む
る
国
の
／
さ
か
ひ
は
里
と
を
み	

心
也

90　

い
つ
く
の
山
そ
／
か
ゝ
る
白
雲	

仙
長

91　

春
と
し
も
あ
ら
ぬ
は
／
谷
の
深
雪
に
て	

宗
吉

92　

う
く
ひ
す
と
こ
そ
／
鳥
も
な
く
ら
ん	

真
柄
（
四
オ
終
）

93　

年
こ
へ
ぬ
あ
や
し
や
／
袖
の
薄
氷	

仙
長

94　

ま
た
う
ち
と
け
ぬ
／
花
の
し
た
ひ
も	

心
也

95　

よ
り
そ
ふ
も
お
も
は
ゆ
／
け
な
る
新
枕	

資
治

96　

後
の
あ
し
た
や
／
お
き
う
か
ら
ま
し	

真
柄
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97　

日
を
へ
つ
ゝ
末
な
を
／
と
ほ
し
旅
の
空	

道
焉

98　

暮
て
も
山
は
／
残
る
一
坂	

宗
吉

99　

瀧
の
音
は
た
へ
〳
〵
／
と
し
も
き
こ
え
き
て	

守
一

100　

千
里
の
外
も
／
の
と
け
か
る
ら
し	

基
直

　

資
治　
　

十
四　
　
　

お
姫　
　

一

　

宗
吉　
　

十
二　
　
　

母
儀　
　

一

　

基
直　
　

十　
　
　
　

道
焉　
　

八

　

仙
長　
　

十
九　
　
　

朝
信　
　

一

　

守
一　
　

十

　

真
柄　
　

十
二

　

心
也　
　

十
二

　

幸
松　
　

一	

（
四
オ
終
）

【
Ｂ
】

　

元
和
元
年
拾
月
四
日

　
　

第
五

　

賦
朝
何
連
歌

１　

な
ら
の
葉
に
風
さ
へ
／
そ
よ
く
霰
か
な	

基
直

２　

時
雨
し
く
る
ゝ
／
明
ほ
の
ゝ
の
空	

真
柄

３　

雲
か
ゝ
る
と
を
／
山
の
端
に
月
消
て	

仙
長

４　

秋
の
野
原
に
／
わ
け
ま
よ
ひ
ぬ
る	

資
治

５　

誘
引
は
れ
て
か
へ
さ
／
忘
る
ゝ
虫
の
こ
ゑ	

心
也

６　

道
の
行
衛
も
／
く
れ
初
に
け
る	

守
一

７　

問
よ
る
も
ほ
か
け
を
／
さ
と
の
し
る
へ
に
て	

宗
吉

８　

袖
あ
ま
た
な
る
／
あ
し
ふ
き
の
う
ち	

母
儀
（
初
オ
終
）

９　

風
あ
ら
き
浪
に
や
／
し
は
し
泊
舟	

お
姫

10　

踏
跡
み
ゆ
る
／
真
砂
地
の
末	

幸
松

11　

近
く
し
も
折
／
ゐ
て
あ
さ
る
鶴
の
声	

真
柄

12　

玉
こ
そ
わ
た
せ
／
小
田
の
朝
霜	

基
直

13　

住
か
ふ
る
庵
は
／
山
の
か
た
か
け
て	

資
治

14　

た
ち
よ
る
か
た
に
／
松
の
下
か
け	

仙
長

15　

暑
を
も
さ
す
か
／
忘
る
ゝ
風
の
音	

守
一

16　

雨
晴
て
な
を
／
月
の
さ
や
け
さ	

心
也

17　

一
巻
を
み
る
も
／
心
の
露
な
さ
け	

道
焉

18　

い
ら
ま
ほ
し
き
は
／
た
ゝ
法
の
門	

宗
吉

19　

舟
は
た
ゝ
湊
に
／
近
く
打
出
て	

基
直

20　

波
間
に
う
か
ふ
／
沖
つ
嶋
山	

資
治

21　

な
か
む
れ
は
家
路
／
わ
す
る
ゝ
花
さ
か
り	

幸
松

22　

永
日
も
は
た
／
暮
か
ゝ
る
な
り	

真
柄
（
初
ウ
終
）

23　

打
つ
ゝ
く
袖
も
／
霞
の
内
に
し
て	

守
一

24　

に
な
ひ
も
て
ゆ
く
／
市
の
家
つ
と	

宗
吉

25　

立
留
り
よ
は
ふ
に
／
を
そ
き
渡
舟	

心
也

26　

は
こ
ふ
真
柴
の
／
道
や
く
る
し
き	

資
治

27　

暮
か
ゝ
る
雪
は
／
山
路
に
降
つ
も
り	

仙
長

28　

や
と
ゝ
る
か
た
も
／
そ
こ
と
し
ら
れ
す	

基
直

29　

さ
し
ふ
き
の
庵
り
は
／
か
こ
ふ
か
け
も
な
し	

真
柄

30　

あ
ら
し
も
さ
そ
な
／
松
か
根
の
床	

仙
長

31　

更
過
る
月
に
／
枕
を
そ
は
た
て
ゝ	

資
治

32　

う
ら
み
あ
り
け
る
／
さ
む
し
ろ
の
露	

守
一

33　

か
ね
事
も
あ
き
に
／
成
ぬ
る
中
は
う
し	

宗
吉

34　

都
を
余
所
に
／
住
は
す
ま
る
ゝ	

道
焉
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35　

を
く
れ
し
と
伴
な
ひ
て
／
行
た
ひ
の
道	

仙
長

36　

は
て
し
も
あ
ら
す
／
わ
く
る
む
さ
し
の	

心
也
（
二
オ
終
）

37　

乗
駒
も
つ
か
れ
し
／
ま
ゝ
に
を
り
立
て	

資
治

38　

や
す
ら
ひ
つ
ゝ
も
／
水
む
す
ふ
袖	

宗
吉

39　

涼
し
さ
は
竹
葉
／
そ
よ
く
風
の
音	

守
一

40　

入
日
も
色
に
／
な
ひ
く
草
村	

仙
長

41　

暮
る
ま
て
小
鷹
／
狩
つ
ゝ
月
出
て	

真
柄

42　

か
へ
る
さ
に
／
な
ほ
道
そ
露
け
き	

基
直

43　

ま
た
も
と
て
き
か
ぬ
は
／
う
ら
み
其
い
な
せ	

仙
長

44　

さ
は
り
あ
る
ほ
と
／
た
の
む
中
た
ち	

心
也

45　

引
そ
へ
て
い
の
り
も
／
ふ
か
き
御
注
連
縄	

守
一

46　

お
く
は
し
ら
れ
ぬ
／
杉
村
の
陰	

資
治

47　

か
ゝ
り
け
り
い
ら
か
／
た
へ
〳
〵
花
の
雲	

仙
長

48　

外
面
に
近
き
／
鶯
の
こ
ゑ	

基
直

49　

消
て
た
に
深
山
は
／
雪
の
の
こ
る
ら
ん	

真
柄

50　

こ
ほ
り
な
か
る
ゝ
／
谷
川
の
末	
資
治
（
二
ウ
終
）

51　

あ
と
さ
き
と
く
ら
す
／
筏
の
袖
お
ほ
み	
心
也

52　

日
は
暮
に
け
る
／
遠
近
の
空	

宗
吉

53　

待
え
て
の
今
宵
の
／
月
に
隈
も
な
し	

仙
長

54　

秋
と
ち
き
り
し
／
こ
と
の
は
の
末	

真
柄

55　

手
に
ふ
れ
て
置
も
／
扇
は
か
た
み
な
り	

守
一

56　

く
り
か
へ
し
て
は
／
し
の
ふ
い
に
し
へ	

心
也

57　

う
き
は
た
ゝ
よ
は
ひ
／
た
け
て
の
宮
つ
か
ひ	

資
治

58　

め
く
み
は
ふ
か
き
／
我
君
の
か
け	

仙
長

59　

生
あ
ふ
も
け
に
さ
き
／
の
よ
の
え
に
し
か
は	

心
也

60　

馴
ぬ
る
友
そ
／
た
の
み
あ
り
け
り	

宗
吉

61　

か
ふ
鳥
の
庭
に
／
あ
そ
ふ
も
む
つ
ま
し
き	

仙
長

62　

う
つ
る
ひ
か
り
に
／
き
ゆ
る
朝
霜	

守
一

63　

わ
け
な
ら
す
野
辺
の
／
千
く
さ
も
か
れ
〳
〵
に	

宗
吉

64　

は
け
し
か
り
け
り
／
そ
て
の
夕
か
せ	

資
治
（
三
オ
終
）

65　

行
舟
も
寄
く
る
／
浪
に
た
ゝ
よ
ひ
て	

心
也

66　

心
つ
く
し
の
旅
／
お
も
ひ
や
れ	

仙
長

67　

か
へ
り
こ
ん
程
も
／
遥
け
し
松
浦
山	

真
柄

68　

に
し
吹
あ
き
の
／
を
と
つ
れ
も
い
さ	

宗
吉

69　

月
に
猶
の
こ
る
／
暑
や
忘
る
ら
ん	

資
治

70　

過
る
あ
ま
り
の
／
は
る
ゝ
長
き
夜	

心
也

71　

む
か
し
と
そ
し
の
ふ
も
／
さ
す
か
は
か
な
し
や	

仙
長

72　

面
影
は
あ
る
／
志
賀
の
故
郷	

守
一

73　

誰
う
へ
し
杉
は
／
一
木
の
し
け
り
そ
ひ	

資
治

74　

に
ほ
ひ
を
は
こ
ふ
／
花
の
春
風	

心
也

75　

分
て
行
山
は
／
霞
の
立
こ
も
り	

守
一

76　

雲
に
い
つ
る
も
／
を
そ
き
日
の
か
け	

宗
吉

77　

雪
は
は
た
み
ち
み
え
／
ぬ
ま
て
ふ
り
つ
も
り	

仙
長

78　

む
か
ふ
か
ゝ
み
も
／
を
し
や
り
て
を
く	

真
柄
（
三
ウ
終
）

79　

老
ぬ
れ
は
面
／
か
は
り
す
る
我
姿	

心
也

80　

年
経
て
あ
ふ
は
／
ゆ
か
り
あ
や
し
む	

仙
長

81　

所
か
ら
た
ひ
た
る
／
声
に
な
れ
〳
〵
て	

資
治

82　

こ
と
は
り
し
け
き
／
さ
け
の
さ
か
も
り	

宗
吉

83　

お
も
ふ
と
ち
伴
な
ふ
／
ま
ゝ
に
夜
は
更
て	

基
直

84　

月
に
な
り
て
の
／
袖
の
か
へ
る
さ	

守
一

85　

舟
は
な
を
秋
は
や
／
乗
る
浪
の
上	

仙
長

86　

浦
の
と
ま
や
は
／
露
も
い
と
は
す	

心
也
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87　

よ
し
あ
し
も
な
ひ
き
／
そ
ひ
た
る
風
の
音	

真
柄

88　

を
さ
ま
り
け
り
な
／
さ
ら
ぬ
民
の
戸	

仙
長

89　

か
し
こ
き
は
互
の
／
を
き
て
ま
な
ひ
来
て	

宗
吉

90　

心
の
や
み
に
／
ま
よ
ふ
身
は
な
に	

心
也

91　

い
と
ゝ
な
を
過
ぬ
る
／
か
た
や
お
も
ふ
ら
ん	

資
治

92　

か
れ
〳
〵
に
な
る
／
中
の
玉
札	

真
柄
（
四
オ
終
）

93　

二
道
を
か
け
し
／
契
も
か
た
つ
き
て	

守
一

94　

い
つ
ち
と
か
よ
ふ
／
さ
ほ
し
か
の
こ
ゑ	

仙
長

95　

秋
は
た
ゝ
寝
覚
／
か
ち
な
る
か
り
枕	

心
也

96　

結
ひ
そ
へ
た
る
／
そ
し
ろ
た
の
庵	

真
柄

97　

行
水
の
を
と
は
／
す
ゝ
し
き
か
た
〳
〵
に	

宗
吉

98　

暮
て
み
た
る
ゝ
／
ほ
た
る
か
す
〳
〵	

資
治

99　

簾
巻
外
面
の
／
花
は
う
つ
ろ
ひ
ぬ	

基
直

100　

風
も
み
と
り
も
／
杉
に
立
そ
ふ	

幸
松

　

基
直　
　

八　
　
　
　

心
也　
　

十
五

　

真
柄　
　

十
二　
　
　

守
一　
　

十
二

　

仙
長　
　

十
九　
　
　

宗
吉　
　

十
三

　

母
儀　
　

一

　

お
姫　
　

一

　

幸
松　
　

三

　

道
焉　
　

二

　

資
治　
　

十
五	

（
四
ウ
終
）

【
Ｃ
】

　

元
和
元
年
十
月
五
日

　
　

第
八

　

賦
何
木
連
歌

１　

前
出
て
春
待
／
庭
の
小
草
哉	

仙
長

２　

月
さ
へ
う
つ
る
／
冬
の
池
水	

守
一

３　

ふ
く
る
や
と
雲
ゐ
に
／
雁
の
声
は
し
て	

宗
吉

４　

霧
立
こ
む
る
／
山
の
遠
か
た	

資
治

５　

行
袖
も
も
す
そ
は
／
露
に
打
し
ほ
れ	

基
直

６　

ひ
ろ
き
野
原
は
／
分
も
つ
く
さ
す	

心
也

７　

小
薄
は
茂
る
を
／
ま
ゝ
に
な
ひ
き
そ
ひ	

真
柄

８　

み
る
か
内
よ
り
／
風
そ
を
ち
く
る	

道
焉
（
初
オ
終
）

９　

俄
に
も
と
ま
引
／
か
こ
ふ
湊
舟	

母
儀

10　

雪
そ
か
さ
な
る
／
村
雨
の
跡	

お
姫

11　

越
残
す
山
路
の
／
末
は
お
ほ
つ
か
な	

資
治

12　

け
ふ
り
や
里
の
／
し
る
へ
成
ら
ん	

仙
長

13　

呉
竹
の
生
ふ
る
／
あ
た
り
は
く
ら
か
れ
や	

心
也

14　

明
ぬ
る
園
に
／
す
ゝ
め
あ
つ
ま
る	

基
直

15　

を
く
霜
も
夜
の
／
寒
さ
や
増
る
ら
ん	

道
焉

16　

雲
も
晴
行
／
月
の
か
も
ふ
し	

真
柄

17　

秋
風
は
い
つ
し
か
／
袖
に
吹
を
く
り	

宗
吉

18　

虫
の
音
も
は
た
／
遠
ざ
か
り
ぬ
る	

資
治

19　

わ
き
て
し
も
誰
か
は
／
と
は
ん
我
す
ま
ゐ	

仙
長

20　

雨
に
は
猶
も
／
う
き
し
は
の
庵	

道
焉

21　

ま
つ
も
た
ゝ
花
は
／
ほ
と
ゝ
き
過
ぬ
ら
ん	

守
一

22　

し
は
し
や
す
ら
ふ
／
相
坂
の
関	

心
也
（
初
ウ
終
）

23　

又
い
つ
と
結
ふ
／
清
水
に
袖
し
ほ
れ	

仙
長

24　

か
へ
る
さ
に
な
る
／
野
は
遥
な
り	

宗
吉
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25　

草
か
り
や
夜
を
／
か
け
つ
ゝ
も
遣
け
ら
し	

資
治

26　

か
た
る
声
し
て
／
渡
る
か
け
橋	

真
柄

27　

月
に
け
さ
残
れ
る
／
空
は
朝
霧
に	

宗
吉

28　

置
そ
ひ
に
た
る
／
あ
さ
ち
ふ
の
露	

仙
長

29　

我
か
袖
に
秋
の
／
あ
は
れ
を
引
結
ひ	

守
一

30　

つ
れ
な
き
か
た
に
／
尽
す
玉
つ
さ	

心
也

31　

し
は
し
た
ゝ
心
か
へ
／
す
る
と
し
も
か
な	

基
直

32　

お
や
の
い
さ
む
る
／
え
に
し
と
は
し
れ	

資
治

33　

名
残
あ
り
と
通
ふ
／
ま
と
の
み
又
や
ね
ん	

仙
長

34　

い
つ
ち
と
分
ぬ
／
山
ほ
と
ゝ
き
す	

真
柄

35　

五
月
雨
の
空
は
／
み
る
〳
〵
雲
晴
て	

心
也

36　

や
す
ら
ふ
か
た
は
／
あ
ふ
ち
吹
か
け	

守
一
（
二
オ
終
）

37　

暮
渡
る
外
面
の
／
小
田
に
風
過
て	

仙
長

38　

せ
き
分
て
行
／
水
そ
ぬ
る
め
る	

基
直

39　

そ
こ
と
し
も
あ
ら
ぬ
／
か
た
へ
に
鳴
か
わ
す	

宗
吉

40　

霞
に
移
る
／
ひ
か
け
静
け
し	
守
一

41　

朝
ま
た
き
野
原
の
／
霜
の
打
け
ふ
り	
真
柄

42　

み
と
り
に
そ
よ
く
／
竹
の
一
む
ら	

仙
長

43　

暮
こ
と
に
あ
つ
ま
り
／
に
た
る
と
り
〳
〵
に	

基
直

44　

や
す
ら
ふ
ま
ゝ
に
／
ま
草
か
い
つ
ゝ	

宗
吉

45　

道
か
け
て
猶
急
く
／
な
り
旅
の
空	

道
焉

46　

を
く
る
ゝ
成
は
／
待
と
し
も
な
し	

基
直

47　

よ
ひ
か
は
す
程
も
／
あ
り
け
り
川
舟
に	

仙
長

48　

石
に
く
た
く
る
／
よ
は
の
う
き
波	

心
也

49　

花
は
た
ゝ
み
谷
の
／
お
く
も
は
や
咲
て	

基
直

50　

は
ふ
き
出
ぬ
る
／
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ	

真
柄
（
二
ウ
終
）

51　

ふ
る
と
て
も
袖
に
／
た
ま
ら
ぬ
春
の
雪	

守
一

52　

か
す
か
成
け
る
／
夕
月
の
か
け	

仙
長

53　

吹
を
く
る
嵐
に
／
秋
の
雲
き
え
て	

心
也

54　

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
／
分
ぬ
い
な
つ
ま	

宗
吉

55　

世
の
中
の
う
き
も
／
つ
ら
き
も
夢
に
し
て	

仙
長

56　

よ
は
ひ
の
程
そ
／
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る	

真
柄

57　

一
筋
に
ね
か
は
／
さ
ら
め
や
法
の
道	

心
也

58　

朝
（
マ
マ
）ぬ
暮
ぬ
と
／
爪
木
と
る
袖	

資
治

59　

よ
む
哥
の
心
の
／
お
く
は
ふ
か
か
れ
や	

清
君

60　

し
の
ふ
の
山
も
／
い
つ
行
て
み
ん	

仙
長

61　

う
け
引
ぬ
人
こ
そ
は
／
猶
つ
れ
な
け
れ	

真
柄

62　

た
ひ
〳
〵
に
し
も
／
頼
む
中
た
ち	

心
也

63　

見
る
も
た
ゝ
さ
は
り
／
有
け
る
文
の
内	

資
治

64　

き
え
か
た
に
な
る
／
と
も
し
火
の
か
け	

宗
吉
（
三
オ
終
）

65　

あ
け
置
て
風
吹
／
い
る
ゝ
窓
の
ま
へ	

守
一

66　

茂
り
そ
ひ
た
る
／
庭
の
つ
き
山	

心
也

67　

な
て
し
こ
に
又
／
こ
と
草
も
お
ひ
ま
し
り	

仙
長

68　

緑
な
か
む
る
野
／
こ
そ
ひ
ろ
け
れ	

真
柄

69　

分
行
も
末
や
／
霞
の
せ
き
な
ら
ん	

宗
吉

70　

明
か
た
な
ら
し
／
帰
る
雁
か
ね	

仙
長

71　

古
郷
の
花
も
今
／
は
た
さ
か
り
か
は	

道
焉

72　

波
さ
へ
松
に
／
か
ゝ
る
う
ら
藤	

守
一

73　

引
か
こ
ふ
屏
風
の
／
え
に
し
す
み
か
れ
て	

真
柄

74　

お
く
は
あ
や
し
き
／
物
こ
し
の
音	

資
治

75　

ね
た
み
あ
る
は
大
か
た
／
な
ら
し
人
心	

仙
長

76　

か
み
か
け
つ
ゝ
も
／
契
り
し
は
な
に	

心
也
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77　

か
た
し
き
の
枕
の
／
月
の
更
〳
〵
て	

守
一

78　

い
て
か
て
な
れ
や
／
衣
う
つ
さ
と	

資
治
（
三
ウ
終
）

79　

旅
人
も
秋
寒
な
ら
／
し
北
の
国	

仙
長

80　

ふ
り
つ
も
り
た
る
／
雪
の
山
〳
〵	

道
焉

81　

ふ
く
ろ
う
の
暮
れ
と
て
／
近
く
竹
に
来
て	

心
也

82　

立
な
ら
ひ
た
る
／
松
そ
木
深
き	

宗
吉

83　

や
す
ら
ふ
も
し
は
し
／
成
け
る
夏
の
日
に	

資
治

84　

き
し
ね
の
水
そ
／
か
た
よ
り
て
行	

仙
長

85　

つ
き
置
し
つ
ゝ
み
の
／
末
は
く
つ
れ
そ
ひ	

清
君

86　

遠
き
は
里
の
／
か
よ
ひ
ま
れ
な
り	

宗
吉

87　

そ
こ
と
し
も
つ
ゝ
く
は
／
ほ
そ
き
山
道
に	

仙
長

88　

玉
と
見
え
つ
る
／
に
し
は
き
え
け
り	

真
柄

89　

夕
立
は
た
ゝ
一
と
ほ
り
／
ふ
り
き
ほ
ひ	

道
焉

90　

木
す
ゑ
の
か
ら
す
／
打
む
れ
て
行	

仙
長

91　

杉
む
ら
は
い
か
成
る
／
神
の
や
し
ろ
か
は	

宗
吉

92　

ほ
の
け
き
月
に
／
見
ゆ
る
し
ら
ゆ
ふ	
心
也
（
四
オ
終
）

93　

か
す
き
ぬ
も
花
に
／
ね
か
ひ
の
い
と
は
へ
て	
仙
長

94　

霧
こ
め
て
た
つ
／
袖
は
あ
や
し
も	

道
焉

95　

小
車
は
忍
ふ
／
斗
と
見
え
け
ら
し	

宗
吉

96　

夕
と
ゝ
ろ
き
は
／
わ
か
む
ね
の
内	

基
直

97　

な
る
か
み
の
音
さ
へ
／
あ
ら
し
爰
か
し
こ	

真
柄

98　

雲
こ
そ
う
つ
め
／
山
の
遠
近	

資
治

99　

す
み
か
ま
の
け
ふ
り
は
／
風
に
打
な
ひ
き	

守
一

100　

か
し
こ
き
か
せ
に
／
す
め
る
里
人	

心
也

　

仙
長　
　

廿　
　
　

お
姫　
　

一

　

守
一　
　

十　
　
　

清
君　
　

二

　

宗
吉　
　

十
三

　

資
治　
　

十
一

　

基
直　
　

八

　

心
也　
　

十
四

　

真
柄　
　

十
二

　

道
焉　
　

八

　

母
儀　
　

一	

（
四
ウ
終
）

【
Ｄ
】

　

元
和
元
年
拾
月
五
日

　
　

第
九

　

賦
御
何
連
歌

１　

行
年
も
実
名
残
／
あ
る
今
日
の
暮	

お
姫

２　

雪
に
か
ゝ
く
る
／
釣
簾
の
外
の
山	

仙
長

３　

有
明
の
月
は
／
砌
に
影
更
て	

心
也

４　

か
へ
る
さ
に
な
る
／
秋
の
伴
な
ひ	

真
柄

５　

わ
け
入
も
小
鷹
／
狩
野
は
広
か
れ
や	

資
治

６　

日
も
暮
か
た
の
／
鐘
そ
き
こ
ゆ
る	

基
直

７　

問
よ
ら
ん
や
と
り
は
／
近
き
村
か
け
て	

幸
松

８　

学
に
あ
か
ぬ
／
文
の
幾
巻	

道
焉
（
初
オ
終
）

９　

涼
し
く
も
明
行
／
夜
半
に
飛
蛍	

宗
吉

10　

浪
も
友
な
る
／
池
水
の
月	

母
儀

11　

う
き
草
は
風
の
／
間
に
〳
〵
か
た
よ
り
て	

仙
長

12　

ほ
そ
き
な
か
れ
の
／
末
遥
な
り	

心
也

13　

伝
へ
来
て
妙
ぬ
は
／
法
の
を
し
へ
か
は	

真
柄
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14　

見
て
さ
ひ
し
き
は
／
奥
の
古
寺	

守
一

15　

樒
つ
む
山
さ
へ
／
今
は
霜
を
き
て	

基
直

16　

踏
は
あ
や
し
き
／
組
の
か
け
は
し	

宗
吉

17　

虹
は
た
ゝ
か
た
へ
／
よ
り
先
消
ぬ
ら
ん	

資
治

18　

な
ひ
く
を
ま
ゝ
の
／
風
の
白
雲	

仙
長

19　

見
る
〳
〵
も
そ
ら
は
／
雪
気
に
な
り
け
ら
し	

心
也

20　

ひ
ろ
ふ
薪
の
／
道
や
い
そ
か
ん	

真
柄

21　

あ
け
過
る
か
た
よ
り
／
花
の
か
ほ
り
来
て	

守
一

22　

ま
く
も
す
た
れ
の
／
外
面
は
つ
か
し	

基
直
（
初
ウ
終
）

23　

指
移
る
日
影
／
求
て
飛
小
蝉	

仙
長

24　

残
る
は
う
す
き
／
風
の
雲
霧	

資
治

25　

幾
度
か
時
雨
て
／
秋
は
か
は
る
ら
ん	

宗
吉

26　

色
つ
き
に
た
る
／
遠
の
山
〳
〵	

心
也

27　

ほ
の
め
く
は
ま
た
／
宵
の
間
の
月
な
れ
や	

仙
長

28　

よ
し
あ
し
と
た
ゝ
／
わ
け
ま
よ
ふ
袖	

真
柄

29　

し
の
ひ
よ
る
か
た
も
／
人
目
や
し
け
か
ら
ん	
守
一

30　

あ
ふ
と
き
に
し
も
／
さ
は
り
こ
そ
あ
れ	
清
君

31　

え
に
し
あ
れ
と
神
に
／
め
く
み
を
い
の
ら
は
や	

心
也

32　

君
と
臣
と
の
／
中
は
む
つ
ま
し	

仙
長

33　

と
ひ
よ
る
も
こ
こ
ろ
は
／
ふ
か
き
小
野
の
奥	

宗
吉

34　

炭
や
く
け
ふ
り
／
空
に
き
え
ぬ
る	

資
治

35　

雪
け
に
も
は
や
な
り
／
に
け
る
比
に
し
て	

基
直

36　

身
に
こ
そ
つ
も
れ
／
お
く
る
年
〳
〵	

真
柄
（
二
オ
終
）

37　

消
る
と
は
き
ゝ
け
ん
／
罪
を
其
ま
こ
と	

仙
長

38　

誰
か
お
も
は
ぬ
／
わ
た
る
波
岸	

心
也

39　

世
を
は
た
ゝ
の
か
れ
ん
／
と
の
み
あ
ら
ま
し
に	

資
治

40　

さ
そ
な
ゆ
か
り
そ
／
う
き
ほ
た
し
な
る	

仙
長

41　

故
郷
を
出
し
と
／
斗
ち
き
り
を
き	

真
柄

42　

そ
は
ぬ
に
今
は
／
う
ら
み
も
そ
あ
る	

守
一

43　

な
の
ら
ぬ
も
物
の
／
け
し
き
は
あ
ら
は
れ
て	

宗
吉

44　

朝
く
ら
山
の
／
秋
の
夕
風	

仙
長

45　

月
に
し
も
か
ゝ
れ
る
／
雲
は
消
や
せ
ん	

基
直

46　

を
け
は
こ
ほ
る
ゝ
／
草
〳
〵
の
露	

資
治

47　

朝
か
ほ
の
い
ろ
も
／
垣
ほ
に
う
つ
ろ
ひ
て	

守
一

48　

き
の
ふ
は
け
ふ
と
／
か
わ
り
も
て
行	

宗
吉

49　

花
に
み
し
姿
も
／
今
は
老
に
け
り	

心
也

50　

う
き
か
す
ま
す
る
／
文
も
も
ら
す
な	

仙
長
（
二
ウ
終
）

51　

あ
た
人
は
こ
ひ
路
／
の
と
む
る
隙
も
な
し	

仙
長

52　

こ
と
は
の
末
は
／
う
つ
ろ
ひ
に
け
り	

真
柄

53　

卯
つ
き
咲
浪
も
／
色
あ
る
遣
水
に	

仙
長

54　

月
さ
へ
雪
に
／
を
つ
る
を
は
嶋	

宗
吉

55　

み
る
も
た
ゝ
い
と
ゝ
／
さ
ひ
し
き
宮
の
内	

資
治

56　

世
を
宇
治
と
た
に
／
誰
い
と
ひ
け
ん	

仙
長

57　

住
な
れ
し
都
も
／
今
は
隔
り
て	

心
也

58　

を
と
し
つ
か
に
も
／
秋
風
そ
吹	

守
一

59　

松
虫
の
な
く
は
／
蓬
の
も
と
な
ら
ん	

基
直

60　

み
し
面
影
を
／
身
に
し
め
る
や
と	

宗
吉

61　

ひ
か
ふ
る
も
ま
つ
り
／
過
ぬ
る
小
車
に	

仙
長

62　

春
日
の
野
辺
の
／
袖
の
ま
し
わ
り	

心
也

63　

つ
れ
つ
ゝ
も
つ
む
は
／
し
た
し
き
あ
さ
な
〳
〵	

真
柄

64　

い
く
と
し
手
の
ひ
／
引
や
か
さ
ね
ん	

宗
吉
（
三
オ
終
）

65　

老
も
さ
そ
い
と
は
す
／
春
や
来
に
け
ら
し	

仙
長
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66　

む
か
ふ
か
ゝ
み
の
／
か
け
は
く
も
ら
ぬ	

資
治

67　

立
寄
て
む
す
ふ
／
清
水
の
手
を
き
よ
み	

心
也

68　

あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
と
／
人
も
や
は
し
る	

仙
長

69　

衣
〳
〵
の
別
よ
り
／
待
程
は
う
し	

宗
吉

70　

暮
れ
は
月
に
／
う
か
れ
出
つ
ゝ	

資
治

71　

や
ゝ
さ
む
み
寝
／
く
ら
あ
ら
そ
ふ
友
烏	

真
柄

72　

霜
さ
へ
つ
た
ふ
／
露
の
玉
垣	

仙
長

73　

呉
竹
は
生
そ
ひ
／
に
け
る
陰
な
ら
ん	

守
一

74　

煙
ほ
の
か
に
／
み
ゆ
る
一
む
ら	

基
直

75　

藻
塩
汲
潟
分
／
行
は
う
ら
さ
ひ
し	

宗
吉

76　

ひ
ろ
ふ
貝
あ
る
／
賤
の
あ
け
ま
き	

心
也

77　

敷
か
ゝ
る
ゆ
ふ
へ
の
／
花
に
ま
と
ゐ
し
て	

真
柄

78　

さ
く
ら
か
り
さ
へ
／
を
し
き
か
へ
る
さ	

仙
長
（
三
ウ
終
）

79　

い
と
ゝ
な
を
山
は
／
霞
の
立
籠
て	

仙
長

80　

雨
に
や
な
ら
ん
／
空
の
う
き
雲	

清
君

81　

待
も
た
ゝ
過
に
／
け
ら
し
な
郭
公	
宗
吉

82　

適
（
マ
マ
）逅
に
こ
そ
／
人
は
と
ひ
つ
れ	
仙
長

83　

呑
も
は
た
あ
た
ゝ
め
／
酒
の
数
そ
ひ
て	

心
也

84　

は
ら
ふ
と
も
な
き
／
庭
の
紅
葉
は	

道
焉

85　

を
く
露
に
移
り
て
／
月
の
影
清
し	

守
一

86　

度
々
む
す
ふ
／
暁
の
秋	

仙
長

87　

長
き
夜
も
寝
か
て
／
に
き
く
か
ね
の
こ
ゑ	

資
治

88　

夢
か
う
つ
ゝ
か
／
枕
露
け
し	

朝
信

89　

は
か
な
く
も
世
を
／
う
き
橋
と
渡
来
て	

宗
吉

90　

よ
は
ひ
か
た
ふ
く
／
身
を
い
か
ゝ
せ
ん	

真
柄

91　

う
つ
り
行
を
花
に
／
も
さ
す
か
な
く
さ
ま
て	

仙
長

92　

お
く
山
す
み
は
／
春
も
わ
ひ
し
き	

資
治
（
四
オ
終
）

93　

消
る
あ
り
消
ぬ
も
／
雪
は
北
南	

宗
吉

94　

巣
に
ふ
す
／
鳥
も
空
さ
む
き
比	

仙
長

95　

木
か
ら
し
の
を
と
は
／
あ
ら
は
に
吹
を
ち
て	

心
也

96　

引
こ
そ
か
こ
へ
／
草
ふ
き
の
庵	

守
一

97　

も
り
そ
へ
て
な
を
／
広
か
れ
や
小
田
の
末	

真
柄

98　

ひ
や
ゝ
か
な
れ
や
／
な
か
れ
行
水	

資
治

99　

舟
を
さ
す
川
瀬
は
／
霧
の
立
こ
め
て	

基
直

100　

や
す
ら
ひ
つ
ゝ
も
／
道
の
か
へ
る
さ	

道
焉

　

お
姫　
　

一　
　
　
　

守
一　
　

九

　

仙
長　
　

廿
一　
　
　

清
君　
　

二

　

心
也　
　

十
三　
　
　

朝
信　
　

一

　

母
儀　
　

一

　

幸
松　
　

一

　

真
柄　
　

十
二

　

資
治　
　

十
四

　

基
直　
　

八

　

道
焉　
　

三

　

宗
吉　
　

十
五	

（
四
ウ
終
）

【
Ｅ
】

　

元
和
元
年
拾
月
五
日

　
　

第
十

　

賦
一
字
露
顕
連
歌

１　

天
の
戸
の
明
方
／
近
し
星
の
声	

母
儀
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２　

春
待
て
さ
く
／
庭
の
梅
か
え	

幸
松

３　

な
よ
竹
の
末
葉
／
か
こ
よ
ゐ
雪
散
て	

仙
長

４　

羽
ふ
き
い
て
こ
し
／
谷
の
う
く
ひ
す	

道
焉

５　

ま
つ
と
け
て
水
に
／
な
か
る
ゝ
山
川
に	

真
柄

６　

霞
の
内
を
／
く
た
す
筏
師	

心
也

７　

明
ほ
の
ゝ
月
を
や
／
頼
む
岩
根
水	

お
姫

８　

を
き
乱
し
た
る
／
草
〳
〵
の
露	

資
治
（
初
オ
終
）

９　

分
な
ら
す
野
は
／
は
た
虫
の
声
〳
〵
に	

宗
吉

10　

を
し
む
に
も
た
ゝ
／
暮
て
行
秋	

守
一

11　

気
色
さ
へ
冬
め
く
／
空
の
移
来
て	

朝
信

12　

朝
か
ゝ
み
さ
へ
／
う
き
ま
ゆ
の
霜	

仙
長

13　

く
す
り
子
の
向
ふ
も
／
さ
そ
な
は
つ
か
し
み	

道
焉

14　

い
く
め
く
り
か
は
／
か
す
み
く
む
袖	

真
柄

15　

端
居
す
る
か
た
は
／
光
り
も
長
閑
に
て	

基
直

16　

一
木
の
花
の
／
さ
か
り
成
い
ろ	

宗
吉

17　

雨
や
唯
ふ
り
す
こ
し
／
た
る
比
な
ら
む	
資
治

18　

い
つ
ち
過
行
／
山
ほ
と
ゝ
き
す	
道
焉

19　

か
り
に
た
に
結
ふ
／
枕
を
そ
は
立
て	

心
也

20　

月
さ
へ
も
た
ゝ
／
や
と
る
さ
む
し
ろ	

仙
長

21　

問
れ
ぬ
を
恨
み
て
／
か
り
る
袖
の
露	

真
柄

22　

秋
と
は
い
つ
か
／
ち
き
り
置
き
け
ん	

守
一
（
初
ウ
終
）

23　

夏
草
の
陰
に
／
鹿
子
は
た
ゝ
す
み
て	

仙
長

24　

ね
ら
ひ
す
て
ゝ
や
／
帰
る
狩
人	

基
直

25　

行
方
を
み
れ
は
／
雪
気
の
空
な
れ
や	

道
焉

26　

分
残
し
た
る
／
岡
越
の
道	

資
治

27　

橋
は
唯
み
な
き
る
／
水
の
浪
掛
て	

宗
吉

28　

こ
ゝ
ろ
な
ら
す
の
／
旅
の
や
す
ら
ひ	

心
也

29　

晴
る
と
も
な
か
め
は
／
今
日
の
暮
行
て	

仙
長

30　

か
へ
る
さ
し
た
ふ
／
も
ろ
人
の
袖	

資
治

31　

名
残
あ
れ
と
さ
し
／
か
は
し
ぬ
る
さ
か
つ
き
に	

真
柄

32　

鳥
〳
〵
う
た
ふ
／
こ
ゑ
そ
き
こ
へ
る	

基
直

33　

門
田
を
は
か
た
へ
よ
り
／
ま
つ
う
へ
渡
し	

仙
長

34　

分
〳
〵
て
や
る
／
水
の
す
ゑ
〳
〵	

宗
吉

35　

移
り
ぬ
る
月
は
／
雪
ま
に
秋
さ
む
み	

基
直

36　

露
は
か
け
て
も
／
し
の
ふ
き
ぬ
〳
〵	

仙
長
（
二
オ
終
）

37　

言
の
葉
も
身
に
し
む
／
中
は
つ
ゝ
み
わ
ひ	

資
治

38　

人
や
と
か
め
ん
／
か
ほ
る
た
き
も
の	

守
一

39　

つ
ま
琴
の
名
も
／
む
つ
ま
し
と
立
う
か
れ	

仙
長

40　

明
す
く
る
ま
て
／
ふ
く
笛
の
声	

真
柄

41　

幾
度
も
袖
を
や
／
か
へ
す
さ
夜
神
楽	

宗
吉

42　

ふ
り
そ
へ
け
ら
し
／
あ
か
つ
き
の
霜	

仙
長

43　

鐘
は
唯
ま
く
ら
に
／
近
く
音
消
て	

道
焉

44　

し
た
ひ
し
た
ふ
や
／
今
朝
の
わ
か
れ
路	

資
治

45　

都
出
て
関
ま
て
と
／
こ
そ
送
り
け
め	

仙
長

46　

ま
き
か
へ
し
て
は
／
続
文
の
内	

心
也

47　

つ
れ
つ
ゝ
も
行
や
／
せ
ま
し
の
遠
島
に	

真
柄

48　

い
つ
聞
す
て
ん
／
松
山
の
声	

宗
吉

49　

大
内
の
花
に
／
こ
と
葉
の
色
も
な
し	

仙
長

50　

か
す
む
る
月
に
／
し
ら
ふ
四
ツ
の
緒	

心
也
（
二
ウ
終
）

51　

永
日
も
暮
る
は
／
う
ち
と
と
ひ
寄
て	

真
柄

52　

人
た
か
へ
こ
そ
／
う
き
ち
き
り
な
れ	

仙
長

53　

二
道
は
誰
か
な
す
／
わ
さ
と
う
ら
み
わ
ひ	

心
也
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54　

絶
え
に
し
見
へ
は
／
た
の
ま
ん
も
な
に	

資
治

55　

う
き
世
と
は
し
り
て
も
／
迷
ふ
我
か
心	

仙
長

56　

分
〳
〵
て
行
／
竹
の
下
陰	

真
柄

57　

く
も
の
ゐ
（
マ
マ
）は

は
る
数
／
ま
ゝ
に
掛
添
て	

心
也

58　

か
こ
ふ
垣
ほ
そ
／
哀
か
た
ふ
く	

守
一

59　

稀
に
と
ふ
も
人
／
こ
そ
見
え
ね
草
の
庵	

仙
長

60　

ふ
む
あ
と
の
あ
る
／
霜
の
か
け
は
し	

宗
吉

61　

一
坂
を
越
て
も
／
と
を
き
奥
の
寺	

真
柄

62　

暮
ぬ
と
ひ
ゝ
く
／
い
り
あ
ひ
の
か
ね	

資
治

63　

月
に
は
と
心
も
む
か
ふ
／
に
し
の
そ
ら	

仙
長

64　

を
し
へ
の
外
の
／
道
は
し
ら
れ
す	

心
也
（
三
オ
終
）

65　

茂
り
逢
ふ
夏
野
／
の
原
を
分
兼
て	

宗
吉

66　

村
雨
す
く
る
／
袖
そ
露
け
き	

基
直

67　

ま
た
し
と
は
思
ふ
／
人
し
も
あ
や
に
く
に	

仙
長

68　

ね
ら
れ
ぬ
床
も
／
明
は
て
に
け
り	

真
柄

69　

埋
火
は
う
き
ふ
し
／
し
け
き
ま
く
ら
に
て	
宗
吉

70　

く
り
か
へ
し
つ
ゝ
／
忍
ふ
い
に
し
へ	
仙
長

71　

し
た
し
き
も
い
つ
そ
の
／
程
の
遠
さ
か
り	

資
治

72　

ひ
と
り
な
か
む
る
／
夕
く
れ
の
月	

道
焉

73　

も
る
露
も
都
に
／
し
り
ぬ
と
ま
や
か
た	

仙
長

74　

薄
き
り
分
る
／
す
ま
の
う
ら
舟	

真
柄

75　

う
つ
し
絵
は
を
よ
／
は
ぬ
筆
の
な
か
め
か
は	

心
也

76　

あ
は
せ
て
そ
し
る
／
う
た
の
し
な
〳
〵	

宗
吉

77　

か
ふ
は
し
み
心
の
／
花
の
あ
ら
は
れ
て	

真
柄

78　

あ
か
ぬ
は
い
と
ゝ
／
さ
く
ら
さ
く
か
け	

守
一
（
三
ウ
終
）

79　

い
つ
ち
と
か
帰
り
／
つ
く
せ
る
鳥
の
声	

資
治

80　

み
た
に
か
く
れ
は
／
か
す
み
こ
め
つ
ゝ	

仙
長

81　

草
ふ
き
の
庵
り
に
／
か
よ
ふ
人
も
な
し	

真
柄

82　

ふ
り
暮
し
た
る
／
な
か
雨
の
そ
ら	

資
治

83　

崩
そ
ふ
小
田
の
／
堤
は
水
越
て	

道
焉

84　

色
に
か
た
よ
る
／
波
の
う
き
草	

仙
長

85　

秋
ま
て
も
残
る
ほ
た
る
は
／
か
そ
か
な
り	

真
柄

86　

風
に
や
む
す
ふ
／
露
は
み
た
る
ゝ	

宗
吉

87　

く
れ
竹
の
す
ゑ
葉
の
／
月
も
明
は
な
れ	

資
治

88　

上
て
す
ゝ
し
き
／
ま
と
の
玉
た
れ	

心
也

89　

わ
き
て
誰
と
／
あ
や
し
か
り
け
る
衣
の
音	

仙
長

90　

た
く
香
は
も
れ
て
／
袖
に
う
つ
ろ
ふ	

真
柄

91　

た
え
す
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
／
ほ
と
は
い
ひ
出
ぬ	

守
一

92　

う
ら
み
す
も
た
ゝ
／
し
る
人
そ
し
る	

宗
吉
（
四
オ
終
）

93　

か
し
こ
き
や
治
れ
る
／
世
を
待
ぬ
ら
む	

仙
長

94　

山
よ
り
奥
の
／
栖
求
む
る	

資
治

95　

と
め
い
る
は
伏
猪
の
／
通
ふ
や
と
み
え
て	

守
一

96　

野
原
を
広
み
／
ふ
れ
る
う
す
雪	

道
焉

97　

冬
枯
の
萩
も
／
す
ゝ
き
も
な
ひ
き
あ
ひ	

基
直

98　

花
は
ま
た
し
き
／
春
の
明
か
た	

真
也

99　

な
れ
つ
ゝ
も
結
ふ
は
／
清
き
若
水
に	

宗
吉

100　

越
て
幾
千
代
／
た
の
し
か
る
年	

幸
松

　

母
儀　
　

一　
　
　
　

守
一　
　

一
七

　

幸
松　
　

二　
　
　
　

朝
信　
　

一

　

仙
長　
　

廿
二　
　
　

基
直　
　

六

　

道
焉　
　

八　
　
　
　

資
治　
　

十
四

（
マ
マ
）
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真
柄　
　

十
五

　

心
也　
　

十

　

お
姫　
　

一

　

宗
吉　
　

十
三	

（
四
ウ
終
）

【
Ｆ
】

　

寛
文
十
二
年
子
十
一
月
十
五
日

　

夢
想
之
誹
諧

１　

砂
金
を
盆
に
／
一
は
い
不
求
来
米	

御

２　

つ
も
る
宝
の
／
玉
あ
ら
れ
酒

３　

よ
ろ
こ
ひ
に
悦
や
／
待
春
な
ら
ん

４　

天
の
め
く
み
の
／
ほ
と
は
深
し
も

５　

哥
の
品
え
な
ら
ぬ
／
様
に
よ
み
な
し
て

６　

お
も
ひ
の
ま
ゝ
に
／
叶
ふ
雨
乞

７　

草
木
の
色
は
／
う
る
ほ
ふ
月
の
影

８　

詠
め
奥
あ
る
／
秋
の
眺
望	

	

（
初
オ
終
）

９　

初
潮
の
差
引
／
跡
は
い
つ
く
し
ま

10　

鳥
井
は
浪
に
／
見
つ
つ
か
く
れ
つ

11　

大
船
は
風
に
／
ゆ
り
あ
け
ゆ
り
お
ろ
し

12　

す
は
あ
ら
は
れ
て
／
い
つ
る
怨
霊

13　

な
や
ま
れ
し
色
は
／
あ
ふ
ひ
の
上
つ
方

14　

う
ら
み
た
ゝ
〳
〵
／
い
ひ
て
は
る
け
ん

15　

契
約
の
是
ほ
と
／
ま
て
に
違
は
め
や

16　

ま
た
く
り
返
し
／
見
る
状
の
中

17　

月
寒
き
夜
半
に
／
火
燵
の
火
は
消
ぬ

18　

猫
は
い
つ
ち
へ
／
に
け
て
い
ぬ
め
り

19　

咲
花
に
舞
は
／
う
る
さ
き
蝶
〳
〵
し

20　

一
か
す
み
あ
る
／
薗
の
菜
畑

21　

外
よ
り
見
て
長
閑
な
る
／
居
な
し
に
て

22　

ひ
ゝ
き
わ
た
れ
る
／
つ
り
か
ね
の
音	

	

（
初
ウ
終
）

23　

子
の
行
衛
尋
ね
／
こ
ゝ
ろ
の
み
た
れ
髪

24　

あ
の
人
〳
〵
は
／
何
を
笑
ふ
そ

25　

怪
我
は
た
ゝ
誰
か
／
身
の
上
も
は
か
ら
れ
す

26　

お
も
ひ
の
外
に
／
し
た
る
高
名

27　

俄
に
も
お
つ
へ
き
／
城
と
し
ら
さ
り
き

28　

一
度
に
と
つ
と
／
わ
た
る
か
り
か
ね

29　

海
上
を
吹
ま
く
り
／
た
る
秋
の
風

30　

波
間
の
月
は
／
う
い
つ
し
つ
み
つ

31　

猿
猴
は
夜
も
長
／
〳
〵
と
手
を
出
し

32　

し
は
し
案
す
る
／
み
た
れ
碁
の
躰

33　

斧
の
柄
は
い
つ
の
／
間
に
や
ら
朽
果
て

34　

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
／
道
風
の
草

35　

幾
年
も
古
に
し
／
寺
の
額
の
文
字

36　

あ
ふ
の
き
て
見
る
／
清
水
の
い
ん	

	

（
二
オ
終
）

37　

さ
ら
〳
〵
と
な
る
は
／
音
羽
の
瀧
の
水

38　

絶
す
と
う
た
り
／
ま
た
う
た
ふ
た
り

39　

面
白
し
弐
三
番
／
三
の
翁
た
ち

40　

咲
み
た
れ
た
る
／
前
栽
の
菊

41　

さ
ら
〳
〵
と
風
に
／
こ
ほ
る
ゝ
露
の
玉

42　

を
し
わ
け
て
行
／
月
の
下
み
ち

43　

い
と
し
き
に
か
よ
ふ
／
心
の
い
か
は
か
り

44　

文
の
た
よ
り
も
／
な
さ
け
な
い
事
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45　

お
も
わ
れ
し
中
は
／
今
只
捨
小
舩

46　

い
つ
御
赦
免
の
／
あ
ら
ん
遠
嶋

47　

朝
暮
に
古
郷
の
／
空
を
詠
や
り

48　

か
こ
を
ひ
ら
ひ
て
／
逃
す
飼
鳥

49　

無
か
た
め
法
事
／
つ
と
む
る
花
の
春

50　

た
れ
も
し
た
ふ
や
／
美
し
の
我	

	

（
二
ウ
終
）

51　

糸
ゆ
ふ
に
や
さ
し
き
／
す
か
た
様
を
か
へ

52　

小
野
の
す
ま
ひ
は
／
な
み
た
た
ら
〳
〵

53　

百
と
せ
の
姥
も
／
む
か
し
を
思
ひ
出
し

54　

よ
み
ぬ
る
哥
の
／
あ
わ
れ
至
極
さ

55　

臨
終
に
及
ふ
／
こ
ゝ
ろ
は
正
し
く
て

56　

あ
ら
た
に
お
か
む
／
弥
陀
の
来
迎

57　

信
仰
は
い
ふ
に
／
詞
も
た
え
ま
寺

58　

月
を
三
笠
の
／
山
は
殊
勝
や

59　

す
つ
き
り
と
霧
／
は
れ
わ
た
る
天
の
原

60　

き
ら
〳
〵
と
す
る
／
露
の
白
玉

61　

ま
き
絵
に
は
秋
の
／
色
〳
〵
草
つ
く
し

62　

入
江
に
う
ほ
は
／
き
つ
と
よ
り
け
り

63　

釣
の
舟
の
り
こ
そ
り
／
た
る
難
波
か
た

64　

ひ
た
ふ
り
に
ふ
る
雨
は
止
候	

	

（
三
オ
終
）

65　

漸
〳
〵
と
神
の
／
い
か
り
も
し
つ
ま
り
て

66　

よ
そ
め
く
る
ひ
は
／
ふ
つ
と
と
ま
り
ぬ

67　

あ
た
め
く
は
う
き
名
は
／
は
つ
と
立
田
山

68　

ひ
と
り
寝
は
た
ゝ
／
さ
む
し
ろ
の
上

69　

待
〳
〵
て
来
ぬ
／
夜
は
月
に
恨
侘

70　

お
き
し
形
見
の
／
扇
曲
な
や

71　

う
つ
く
し
き
脇
／
秋
風
の
舞
の
袖

72　

下
戸
も
一
は
い
／
更
る
さ
か
つ
き

73　

お
も
は
さ
る
打
身
の
／
痛
さ
い
か
は
か
り

74　

い
ま
た
な
ら
ひ
の
／
う
と
き
言
法

75　

さ
き
も
し
ら
す
行
里
／
と
ひ
し
若
兎

76　

の
ほ
り
坂
こ
そ
／
達
者
な
り
け
り

77　

散
し
跡
た
つ
ね
／
〳
〵
て
み
ね
の
花

78　

谷
に
木
玉
も
／
ひ
〳
〵
く
鶯	

	

（
三
ウ
終
）

79　

雪
は
今
す
ら
り
と
／
消
る
四
方
の
空

80　

次
第
〳
〵
に
／
ま
さ
る
水
か
さ

81　

伐
置
し
数
の
／
材
木
な
か
さ
ま
し

82　

爰
も
か
し
こ
も
／
宮
の
建
立

83　

み
た
れ
た
る
世
は
／
太
平
に
治
り
て

84　

く
は
ら
り
〳
〵
と
／
ひ
ら
く
関
の
戸

85　

た
ん
や
く
の
し
る
し
は
／
け
に
も
た
ゝ
な
ら
す

86　

草
の
葉
舟
に
／
露
お
き
な
丸

87　

色
〳
〵
に
な
く
／
む
し
の
音
は
面
白
や

88　

月
に
う
そ
〳
〵
／
あ
り
く
秋
の
夜

89　

誰
も
か
も
す
ま
ふ
／
こ
の
め
り
若
さ
か
り

90　

い
つ
れ
お
と
ら
ぬ
／
獅
子
の
よ
り
あ
ひ

91　

ほ
り
物
の
手
き
は
／
す
く
る
ゝ
目
ぬ
き
に
て

92　

風
味
こ
と
な
る
／
こ
の
ふ
な
の
す
し	

	

（
四
オ
終
）

93　

近
江
路
に
拠
り
し
／
旅
は
い
ま
む
か
し

94　

遊
山
を
志
賀
の
／
浦
〳
〵
の
景

95　

い
に
し
へ
の
都
の
／
跡
を
な
か
め
や
り

96　

平
安
城
に
／
さ
た
ま
り
て
け
り
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97　

ぬ
け
は
玉
ち
ら
す
／
は
か
り
の
刀
に
て

98　

い
か
て
悪
魔
は
／
お
そ
れ
さ
る
へ
き

99　

御
神
の
恵
み
は
／
深
き
花
の
袖

100　

知
行
得
方
に
納
置
金

　

諸
願
成
就
皆
令
満
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川
小
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
積	

（
四
ウ
終
）

【
Ｇ
―
１
】

　

寛
文
拾
弐
年
子
十
一
月
十
五
日

　

賦
何
宝
誹
諧
連
歌

１　

神
の
威
も
益
〳
〵
／
君
か
た
い
神
楽	

昌
宣

２　

ぬ
さ
と
り
〳
〵
に
／
く
む
あ
ら
れ
酒	

讃
清

３　

晴
渡
る
日
和
も
／
よ
し
と
旅
立
て	

安
積

４　

気
も
う
き
や
う
に
／
乗
ふ
ね
の
中	
森
信

５　

ほ
と
遠
し
雲
井
や
／
浪
の
ま
か
ひ
も
の	
俊
行

６　

さ
ら
〳
〵
と
く
る
／
瀧
の
し
ら
い
と	

正
次

７　

伴
ひ
て
月
も
て
／
は
や
す
題
の
詩
に	

延
貞

８　

ひ
き
ぬ
る
琴
は
／
音
色
身
に
し
む	

正
俊
（
初
オ
終
）

９　

秋
風
に
す
わ
〳
〵
／
松
の
宿
か
し
て	

盛
氏

10　

そ
つ
と
は
か
り
の
／
村
雨
の
あ
と	

正
好

11　

鳴
を
き
け
暮
て
の
／
空
の
郭
公	

勝
興

12　

一
首
つ
ら
ぬ
る
／
哥
そ
え
な
ら
ぬ	

執
筆

13　

つ
れ
な
き
も
思
ひ
の
／
外
に
な
ひ
き
あ
ひ

14　

祈
る
初
瀬
の
／
誓
ひ
た
う
と
や

15　

美
目
あ
し
き
姿
も
／
い
ま
は
能
な
り
て

16　

月
し
ろ
〳
〵
と
／
け
わ
ふ
お
し
ろ
い

17　

心
に
も
あ
ら
て
あ
た
な
は
／
た
つ
あ
き
に

18　

す
ま
ぬ
う
き
世
や
／
い
や
な
露
の
身

19　

後
生
を
も
し
ら
て
／
く
ら
す
は
お
ろ
か
な
り

20　

す
き
わ
ふ
業
は
／
か
ら
き
め
は
か
り
そ

21　

う
ら
や
ま
し
人
は
／
美
ゝ
敷
花
の
袖

22　

安
堵
の
状
を
／
ひ
ら
く
鑓
梅	

	

（
初
ウ
終
）

23　

折
を
得
て
か
す
ま
ぬ
／
罪
を
申
わ
け

24　

お
も
ひ
し
ら
る
ゝ
／
信
心
の
ほ
と

25　

来
迎
を
拝
む
は
／
か
ん
に
た
え
ま
寺

26　

天
狗
の
な
せ
る
／
わ
さ
は
あ
や
し
も

27　

俄
に
も
越
路
の
／
勢
は
催
さ
れ

28　

積
し
ゆ
き
を
／
さ
つ
と
わ
け
ゆ
く

29　

大
き
な
る
石
は
／
峯
よ
り
こ
け
落
て

30　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
／
と
ひ
猿
の
声

31　

ち
ら
〳
〵
と
水
に
／
う
つ
ろ
ふ
月
の
影

32　

初
塩
に
な
ふ
／
田
子
の
浦
人

33　

ひ
や
〳
〵
と
袖
に
／
吹
く
る
冨
士
颪

34　

い
つ
し
か
つ
か
ひ
／
い
れ
ん
あ
ら
鷹

35　

殺
生
の
む
く
ひ
の
／
ほ
と
や
し
ら
さ
ら
ん

36　

く
り
返
し
見
よ
／
経
の
ま
き
〳
〵	

	

（
二
オ
終
）

37　

渡
り
く
る
数
の
／
黒
舟
つ
な
か
せ
て

38　

難
波
ほ
り
江
の
／
に
き
〳
〵
と
す
る

39　

か
け
直
す
む
か
し
／
な
か
ら
の
橋
柱

40　

や
か
て
御
幸
の
／
あ
ら
ん
と
り
さ
た
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41　

空
焼
を
厠
〳
〵
に
／
く
ゆ
ら
か
し

42　

こ
ゝ
ろ
う
か
〳
〵
／
ま
へ
わ
た
り
せ
り

43　

文
ひ
と
つ
や
ら
ん
／
た
よ
り
も
涙
川

44　

古
郷
を
さ
り
て
／
す
む
は
な
れ
嶋

45　

月
涼
し
か
な
ら
す
／
世
に
は
い
つ
の
国

46　

爰
に
か
し
こ
に
／
多
き
竹
の
子

47　

孝
行
は
天
の
／
恵
み
や
深
か
ら
む

48　

大
事
を
な
ら
ひ
／
得
た
る
筆
勢

49　

枝
を
た
め
指
置
て
／
見
る
床
の
花

50　

囀
る
鳥
は
見
え
つ
／
か
く
れ
つ	

	

（
二
ウ
終
）

51　

し
は
〳
〵
も
休
て
／
息
を
継
尾
鷹

52　

行
や
片
野
の
／
は
ら
も
へ
る
ら
し

53　

い
つ
の
間
に
誰
か
／
畠
を
起
し
添

54　

守
護
よ
き
か
た
へ
／
つ
と
ひ
よ
る
袖

55　

御
情
は
他
国
ま
て
／
あ
り
ふ
れ
て

56　

い
さ
聟
兼
を
／
三
好
野
ゝ
さ
と

57　

縁
辺
は
た
の
む
／
は
か
り
の
こ
ゑ
す
な
り

58　

し
た
ゝ
め
て
お
く
／
露
の
玉
章

59　

い
と
せ
め
て
も
の
／
お
も
わ
す
る
月
の
か
ほ

60　

ふ
り
あ
ふ
の
き
て
／
ま
た
み
か
さ
山

61　

奈
良
酒
や
数
を
も
／
し
ら
す
汲
か
は
し

62　

さ
ら
は
〳
〵
の
／
馬
の
は
な
む
け

63　

行
道
は
南
の
／
か
た
を
こ
ゝ
ろ
か
け

64　

逃
の
ひ
は
せ
し
／
と
め
よ
落
人	

	

（
三
オ
終
）

65　

戦
は
今
度
／
志
賀
津
に
陣
取
て

66　

其
功
に
よ
り
／
給
ふ
恩
賞

67　

よ
ろ
こ
ひ
は
踊
を
／
か
け
つ
か
へ
さ
れ
つ

68　

月
に
責
ぬ
る
／
は
や
あ
し
の
馬

69　

住
吉
や
と
よ
め
き
／
渡
る
市
の
場

70　

空
は
こ
わ
し
な
／
夕
た
ち
の
音

71　

寝
く
ら
へ
も
い
な
ぬ
は
／
い
か
に
す
く
み
鷺

72　

よ
し
の
は
し
ろ
し
／
雪
の
ふ
る
ぬ
ま

73　

う
つ
し
絵
は
さ
も
／
あ
り
〳
〵
と
書
な
し
て

74　

ま
た
見
ぬ
人
を
／
な
せ
に
こ
ひ
か
せ

75　

お
も
ひ
の
み
し
る
へ
を
／
せ
よ
と
く
と
き
こ
と

76　

た
ん
た
な
み
た
の
／
雨
は
さ
き
た
つ

77　

あ
わ
て
も
と
る
う
さ
や
／
つ
ら
さ
を
花
も
し
れ

78　

し
の
ふ
関
所
は
／
長
閑
な
ら
さ
る	

	

（
三
ウ
終
）

79　

袖
か
す
む
に
せ
／
山
伏
と
な
り
け
ら
し

80　

問
と
こ
た
へ
ぬ
／
か
つ
ら
き
の
さ
た

81　

お
ん
ひ
ん
に
ち
は
や
／
ふ
る
城
こ
し
ら
へ
て

82　

い
つ
れ
こ
ゝ
ろ
の
／
有
し
さ
ふ
ら
ひ

83　

侘
れ
と
も
そ
た
ち
／
し
ら
る
ゝ
爪
は
つ
れ

84　

き
み
か
持
ぬ
る
／
駒
の
見
事
さ

85　

待
請
て
う
ら
み
は
／
さ
つ
と
わ
す
れ
草

86　

秋
に
な
す
〳
〵
／
す
て
も
せ
ぬ
中

87　

と
も
す
れ
は
り
ん
き
を
／
ふ
か
く
ゆ
ふ
月
夜

88　

た
れ
も
た
し
な
む
／
直
き
こ
ゝ
ろ
ね

89　

た
て
置
し
札
の
／
お
も
て
を
と
く
と
見
よ

90　

や
か
て
は
し
ま
る
／
う
れ
し
の
う
〳
〵

91　

め
せ
や
め
せ
も
は
や
／
祭
も
わ
た
し
ふ
ね

92　

風
に
な
ら
ふ
か
／
磯
の
さ
ゝ
波	

	

（
四
オ
終
）
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93　

け
ふ
は
か
り
逗
留
を
／
せ
む
旅
の
宿

94　

こ
と
か
り
そ
め
に
／
な
し
む
う
か
れ
女

95　

誰
と
て
も
な
け
の
情
に
／
た
ら
さ
れ
て

96　

年
の
よ
る
迄
／
つ
と
む
奉
公

97　

出
頭
は
次
第
〳
〵
に
／
つ
の
り
来
て

98　

広
〳
〵
と
な
る
／
一
家
一
門

99　

時
を
得
て
花
そ
／
ひ
ら
け
る
樽
肴

100　

保
つ
寿
命
は
／
長
き
日
の
影

　

御
神
前
法
楽
連
歌

　

誹
諧
如
意
満
足	

（
四
オ
終
）

　
［
四
ウ
白
紙
］

【
Ｇ
―
２
】

　

寛
文
拾
弐
年
十
一
月
十
五
日

　

賦
何
人
連
歌

１　

神
を
祝
ふ
ま
こ
と
な
る
／
代
の
時
雨
哉	
昌
宣

２　

心
も
さ
ゆ
る
／
月
の
御
社	

讃
清

３　

言
の
葉
は
よ
む
に
／
真
砂
も
数
た
ら
て	

安
積

４　

汀
に
あ
さ
る
／
と
り
〳
〵
の
あ
と	

森
信

５　

芦
原
の
な
ひ
く
や
／
塩
の
み
ち
く
ら
し	

俊
行

６　

浪
路
を
い
そ
く
／
ふ
ね
も
よ
ひ
せ
り	

正
次
（
五
オ
終
）

７　

行
末
も
は
る
か
／
な
り
け
る
首
途
に	

延
貞

８　

い
つ
か
へ
り
こ
む
／
九
重
の
空	

正
俊

９　

家
を
は
な
れ
心
や
／
人
に
そ
ひ
ぬ
ら
ん	

盛
氏

10　

難
面
と
て
も
／
夢
は
み
る
ら
め	

正
好

11　

か
く
は
か
り
月
に
／
宿
か
す
袖
ぬ
れ
て	

勝
興

12　

秋
に
な
さ
る
ゝ
／
身
社
つ
ら
け
れ	

執
筆

13　

荒
小
田
や
か
り
／
の
こ
し
た
る
爰
か
し
こ

14　

住
わ
ひ
つ
ゝ
も
／
所
か
へ
行

15　

一
す
し
に
お
も
ひ
／
入
ぬ
る
高
野
山

16　

法
の
な
か
れ
の
／
玉
川
の
水

17　

駒
と
め
て
詠
／
に
つ
ゝ
く
花
の
陰

18　

さ
な
か
ら
春
を
／
薗
に
し
め
を
く	

	

（
五
ウ
終
）

19　

朝
霞
た
つ
や
／
四
町
の
い
か
は
か
り

20　

あ
た
し
其
名
は
／
人
わ
ら
ひ
草

21　

過
か
て
の
衣
の
／
香
こ
ふ
る
い
や
は
か
な

22　

も
と
む
鶴
寸
に
／
文
か
き
て
や
る

23　

わ
す
る
な
よ
雲
井
／
へ
た
て
ぬ
月
の
友

24　

な
か
ら
へ
て
経
る
／
須
磨
の
う
き
霧

25　

は
た
さ
む
み
明
石
／
か
ね
た
る
夕
〳
〵
へ

26　

旅
の
長
居
／
は
い
つ
を
都
と
し
も

27　

唐
土
や
ま
な
ひ
の
／
道
に
と
め
よ
り
て

28　

さ
と
り
の
窓
を
／
ひ
ら
か
む
と
こ
そ

29　

雪
の
中
に
立
は
／
殊
勝
ぬ
心
な
り

30　

う
つ
る
ひ
か
り
の
／
春
に
ち
か
か
る	

	

（
六
オ
終
）

31　

事
か
わ
る
け
ふ
と
／
い
ふ
間
に
飛
鳥
川

32　

唯
つ
ね
な
ら
ぬ
／
夜
半
そ
み
し
か
き

33　

郭
公
一
声
／
き
け
は
明
は
な
れ

34　

雲
引
す
て
し
／
雨
の
名
残
に

35　

花
を
待
袖
の
／
盞
く
み
そ
へ
て

36　

梅
を
か
さ
し
の
／
舞
は
八
千
度
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御
神
前
法
楽
歌
仙
／
一
座
皆
令
満
足

荻
原
作
左
衛
門
昌
宣　
　
　

三
輪
忠
兵
衛
延
貞

玉
木
善
之
丞
讃
清　
　
　
　

住
山
吉
左
衛
門
正
俊

西
川
小
兵
衛
安
積　
　
　
　

河
辺
喜
太
良
盛
氏

倉
品
七
良
左
衛
門
森
信　
　

松
田
藤
左
衛
門
正
好

今
井
六
右
衛
門
俊
行　
　
　

吉
川
金
兵
衛
勝
興

大
和
伝
右
衛
門
正
次	

（
六
ウ
終
）

【
付
記
】
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
お
よ
び
翻
刻
の
御
許
可
を
賜
り
、
社
伝
等
に

つ
い
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
深
志
神
社
宮
司　

牟
禮
仁
氏
に
あ
つ
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
勢
田
勝
郭
氏
よ
り
連
歌
に
つ
い
て
貴
重

な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿

は
、JSPS

科
研
費17K

02447

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
日
受
理
、
十
一
月
十
一
日
掲
載
承
認
）


